
1号館

地域協創推進棟

1号館

2号館

自然科学実験棟

本部棟

第一体育館

学生センターC棟

教学マネジメントセンター

馬場

学生センターA棟
（学務部）

館坂門

学生センターB棟

芸術棟

■
案内板 理工学部正門

令和６年度入学を

お考えの皆さんへ

2023

高
度
な
専
門
性
と

豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性
を
備
え
た

力
量
あ
る
教
員
を
育
む
大
学
院

岩手大学教職大学院令和5年度

大学院教育学研究科 教職実践専攻（専門職学位課程） 
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メッセージ

スクールリーダーと
即戦力の新人教員を養成します

専門的・実践的力量を備えた
教員養成を

岩手県教育委員会教育長　佐 藤 一 男

人 材 養 成 像
　学校教育に関する「理論と実践の融合」

の理想を掲げて、教職としての高度な専門

的・実践的力量を備えた高度専門職業人

としての教員を養成します。

　具体的には、学校教育をリードする専門

的力量を備えた管理職及びミドルリーダー
教員を養成するとともに、新しい学校づくりの

有力な担い手となる新人教員を養成します。

教職大学院とは？

●教育学研究科（教職実践専攻）の入学定員等
　入学定員　１６名（うち、岩手県教育委員会から派遣される現職教員は８名）
●学位名称、標準修了年限等
　標準修了年限は２年で、修了者には教職修士（専門職）の学位が授与されます。また、
教育職員一種免許状の保持者には専修免許状が授与されます。

　本学では「教育学研究科教職実践専攻」が教職大学院です。
　教職大学院は、近年、学校教育の課題が多様化、複雑化する状況の中で、高い専門性と
実践力を身に付けた高度専門職業人としての教員養成に特化した専門職大学院です。
これまでの教育系大学院（修士課程）との違いは、専門実習、模擬授業、事例研究など
実践的な教育内容が充実し、理論と実践を融合したカリキュラムとなっているところです。

岩手大学大学院教育学研究科長　田代高章
岩手大学大学院教育学研究科（教

職大学院）は平成28年4月に発足し、令
和５年３月には６期生17名が修了しまし
た。この間の修了生はおよそ100名とな
り、修了生は、本学における理論と実践
の融合（往還）を通して修得した力量を
発揮し、各学校および教育行政の最前
線で活躍しています。
本学教職大学院の現職院生は、岩手

県教育委員会から派遣され、2年間の大
学院での学びを経て、修了後は管理職
等や指導主事として本県教育を牽引す
るスクールリーダーとなることが期待されています。また、学卒院生は修
了後、新しい学校づくりの有力な担い手となる、より高度な実践的指導
力を備えた新人教員として活躍することが期待されています。
その実現に向けて、専攻共通科目を中心とする学修カリキュラムの

ほか、「専門実習」と「教育実践リフレクション」をカリキュラムに位置づ
け、学校現場の課題解決に資する実践的なフィールドでの研究を行っ
ているのが大きな特色です。
研究スペースである院生室は、各自に専用机が配置され、学年や

校種を超え、現職院生・学卒院生ともに、大学院の授業や専門実習お
よび個人研究を補完する学び合いやOJTの場ともなっています。さら
に、学卒院生に対する独自の奨学金貸与制度も完備しています。
本学教職大学院は、岩手県教育委員会および盛岡市内を中心と

する各学校等との連携・協力の下に、これからの学校教育の充実・発
展に大きく貢献できる力量の高い教員の育成に努めていきます。　

今年度、県教育委員会から岩手大
学教職大学院への派遣研修は8年目
を迎えます。令和4年度の修了生（第6
期生）17名を含め、これまでに100名
以上の皆さんがそれぞれの勤務地に
おいて、学修の成果を大いに発揮し
ています。
第6期生の現職教員の皆さんは、

副校長や主幹教諭等として、この4月
から新たなスタートを切って活躍して
います。学卒院生の皆さんも、連携協
力校を始めとする小中学校や県立学

校等において、2年間の専門的な学びを生かし、意欲的に実践し
ています。
県教育委員会では、教員等育成指標を改訂し、新たな研修体

系に基づく研修計画を策定し、「学び続ける教師」として教員が主
体的に自らの資質向上を図っていくことのできる研修制度を構築
しました。このような中、教職大学院における中核的な理念でもあ
る「理論と実践の往還」による研究は、今後ますます重要性を増
し、岩手の教育の充実に結びついていくものと確信しています。
県教育委員会としても、高度な専門的・実践的力量を備えた教

員の養成及び学校や地域の中核的・指導的な役割を果たすこと
ができる管理職やミドルリーダー教員の資質能力の向上を図るた
め、引き続き、多様な人材の派遣に努めるとともに、実務家教員の
人事交流や、専門実習等学修環境のサポートなど、教職大学院と
の一層の連携・協働を図って参ります。

総合教育センターでの実習道徳教育の授業 宮古教育事務所管内での実習
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　これまでの実践を振り返り、効果的だと
感じた取組は、経験と感覚で実践してきた
ものでした。大学院で理論を学ぶことは、
ポイントを整理し，現場に還元するための根
拠を生み出すことにつながっていると思い
ます。また、世代や校種の異なる仲間と対

話することで、より一層子どもの成長過程を見通した支援を考える
ようになりました。今後も子どもが未来を生きるために必要なことを
学び続けていきたいと思います。

千 葉 孝 成　教職大学院で学んだ理論を踏まえて、こ
れまでの教育活動を省察すると、自分の教
育実践への新たな価値付けや改善点、アイ
デアが思い浮かび、「実践したい！」という気
持ちが漲ります。また、経験豊富な大学の先
生方、他校種の現職院生や学卒院生との対

話を通じて、物事に対する自分の見方・考え方が鍛えられているの
を実感しています。このような機会を頂いたことに感謝し、学修を岩
手の教育に還元するため、引き続き研究と修養に励みます。

円 井 哲 志現職院生

学校マネジメント力開発プログラム

現職院生

子ども支援力開発プログラム

　理想の職員室。それが教職大学院です。
様々な校種の現職院生とエネルギーあふ
れる学卒院生が対話を重ねることで視野を
広げ、互いを高め合っています。経験豊か
な実務家教員や確かな理論をつくりだす研
究者教員から投げかけられる問いは、実に

多種多様で難問ばかりです。一人では解決できないことも仲間と
協働しながら互いの考え方に触れることで、自分の思考を再構築
し、成長し合えています。今後も様々な出会いに感謝しながら岩手
の子どものために学び続けます。

渡 邊 圭 美現職院生

授業力開発プログラム

　教職大学院は学卒院生、現職院生、教授
陣、連携協力校の先生方といった異なる立
場の人と関わり、その見方を知ることがで
きる貴重な環境です。講義での理論の蓄積
やゼミでの教科専門的な知識の蓄積、連携
協力校での経験の積み重ねを通して、曖昧

だった知識が具体化されていく1年を経験しました。2年目は教師と
して大事にしたいことの軸を定め、授業実践と子どもとのかかわ
り、それらの省察を重ねることで教師としての力量を高めていきた
いと考えます。

登 坂 皐月学卒院生

授業力開発プログラム

　4月7日の入学式は雨模様。門出なのに
残念という見方もありますが、満開の桜を
見ながら入学を迎えられた珍しい年でもあ
ります。一つの事柄も視点や視野が違えば
見える景色が違うということが、本院で得
た学びです。「ICTの活用」、「いわての人

材育成」等教育に対する多様な期待や課題に対して、校種や年代
を越えて協議することで、視点の広がりと最適解を見つける姿勢が
身につきました。本院での学びの効果的な還元方法を模索していき
ます。

鈴 木 直 樹現職院生

授業力開発プログラム

　入学当時は学部時代と大きく異なる学び
の環境に不安を感じたり戸惑ったりするこ
ともありました。しかし、高い志をもって努
力し続ける同じ学卒院生や経験豊富で
様々な視点から気づきを与えてくれる現職
院生に刺激を受けたり、時には支えてもら

ったりしながら多くの学びを得て1年間を無事に終えられたと思い
ます。今年度は自身の研究をより深め、研究から得られた成果や経
験をこれからの教職人生の軸とすることができるよう努力を継続し
ていきたいと思います。

関 　 　 要学卒院生

授業力開発プログラム

　特別支援学校以外の校種の院生と共に
学ぶことで、特別支援教育について自分が
経験に頼っていたこと、わかっていると思
い込んでいたことに気づき、教職大学院で
の学びが、新たな視点でインクルーシブ教
育システムを捉え直す機会になりました。

多様性と包摂性のある社会の実現に向け、「いわて県民計画」、
「岩手県教育振興計画」との関連を考え、いわて特別支援教育推進
プラン「共に学び、共に育つ教育」の理念のもと、すべての子ども
が自己実現できる教育を目指します。

馬 場 識 子現職院生

特別支援教育力開発プログラム

　この1年は、自分の指導や支援が本当に
子どものためとなっているのか、振り返りを
次にどう活かすべきなのかについて深く考
えることができました。教職大学院の講義
での学びや、実際の現場を知っている現職
の先生方との交流を通し、自分の指導や支

援について多様な視点から振り返り、次への活かし方を考えられる
ようになりました。残りの１年間を活用し、学んだことをより実践の
中で活かすことができるように努めていきたいと思います。

特別支援教育力開発プログラム

小林美奈子学卒院生
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①特色あるカリキュラムづくりの理論と実際
②学習指導要領とカリキュラム開発
③ICT活用教育の実践と課題
④学校経営・学級経営の実践と課題
⑤心理教育的援助サービスの理論と実践
⑥通常学級における特別支援教育の実践と課題
⑦いわての復興教育の実践と課題
⑧専門職としての教員の在り方とその力量形成
⑨授業づくりの理論と実践
⑩教科の指導と評価の実践研究

①学校トラブル処理の実践演習
②学校評価の取組と学校改善の実践演習
③特別活動の実践演習
④小規模教育の実践と課題
⑤総合学習の実践と課題
⑥子ども支援のための学校臨床心理学
⑦発達援助の理論と実践
⑧学校カウンセリングの技法
⑨特別支援心理教育アセスメント
⑩特別支援教育におけるキャリア教育
など全32科目

専攻共通科目(必修）

院生個人が、学校現場に貢献しうる教育実践のテーマを定め、
その実践を理論的に検討し、教育実践研究報告書としてまとめます。なお、この成果は、半期ごと
の教育実践研究中間発表会、修了前の発表会等で発表します。

実践研究科目（必修）

　学卒院生は、学部段階の基礎的・基本
的な教育実習を踏まえ、現職院生は、教
職経験を踏まえ、教科等の学習指導、生
徒指導や学級・学校経営に関する高度で
実践的な指導力の育成を目的とします。
連携協力校、教育委員会、総合教育セン
ター等で実施します。

実習科目（必修）

　理論的な学びと、実践的な学びを往還
し、院生が自らの学びや成長に価値を見
出す省察を行い、教育課題の解決に資す
る実践的力量を高めます。

リフレクション科目（必修）

選択科目

教育実践リフレクションⅠ
教育実践研究 教育実践研究

専攻共通科目
プログラム別選択科目

専攻共通科目
プログラム別選択科目

2月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 3月

1 年 次

＊特別支援教育力開発実習Ⅰ
（４Ｗ）※附属学校

教育実践リフレクションⅡ

教育実践リフレクションⅠ
教育実践研究教育実践研究

専攻共通科目
プログラム別選択科目現

職
院
生
の
場
合

専攻共通科目
プログラム別選択科目

2月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 3月

学校マネジメント力または
授業力開発実習

（計60H）※附属学校で実施

＊特別支援
教育力開発実習Ⅰ

（２Ｗ）
※附属学校

教育実践リフレクションⅡ

教育実践
研究

中間発表会

教育実践
研究

中間発表会

学校マネジメント力または
授業力開発実習

（計80H）※公立連携校

学校マネジメント力または
授業力開発実習（計40H）
※県教委及び総合
　教育センター等

授業力開発実習
（計160H）※附属学校

学校マネジメント力開発プログラム1

学
卒
院
生
の
場
合

3つのプログラム制　　学修ニーズに応じて以下のプログラムを選択します。

履修スケジュール　

（現職院生のみ対象）

授業力開発プログラム
（令和6年度から子ども支援力開発プログラムを統合）

2
特別支援教育力開発プログラム3

　学校経営と組織マネジメントに関する高度な専門的力量の修得により、特
色ある学校づくりをリードする人材（校長、副校長、主幹教諭及び指導主事
等）を育成する。

　子どもの生活上・発達上の諸課題の把握とその適切な支援の見通しのもと
に、子どもに確かな学力を形成し、地域における授業改善のリーダーとしての
役割を果たすことができる高度な専門的力量を備えた人材を育成する。

　特別支援学校及び通常学校における特別支援教育を推進できる高度な専
門的力量を備えた人材を育成する。

令和6年度から新カリキュラムでの学修を提供します。ここで示している時間割や
履修スケジュール等の詳細については、変更調整されることがあります。

＊ 特別支援教育力開発実習Ⅰ・Ⅱは特別支援教育力開発プログラムを選択した院生が履修します。
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教育実践研究

教育実践研究

［１年 次 前 期 ］［１年 次 前 期 ］ 学修導入期・研究課題設定期 ［１年 次 後 期 ］［１年 次 後 期 ］ 学修展開期・研究課題探究期　

［ 2 年 次 前 期 ］［ 2 年 次 前 期 ］ 学修深化期・研究課題深化期　 ［ 2 年 次 後 期 ］［ 2 年 次 後 期 ］ 学修完結期・研究課題総括期　

1

月

火

水

木

金

授業づくりの理論
と実践

特色あるカリキュラム
づくりの理論と実際

教育実践研究
基礎論

専門職としての
教員の在り方と
その力量形成

学校カウンセリング
の理論と実践

いわての復興教育
の実践と課題

学校マネジメントの
理論と実践

心理教育的援助
サービスの理論
と実践

教科の指導と
評価の実践研究

2 3 4 1

月

火

水

木

金

通常学級における
特別支援教育の
実践と課題

ＩＣＴ活用教育の
実践と課題

体育・保健体育科
教育の実践と課題

英語科教育の
実践と課題

学習指導要領と
カリキュラム開発

専門実習（授業力開発実習）

学校経営・学級経営
の実践と課題

教育実践
リフレクションⅡ

2 3 4

曜日 1

月

火

水

木

金

専門実習（授業力開発実習）

教育実践
リフレクションⅢ

2 3 4 曜日

曜日 曜日

1

月

火

水

木

金 教育実践
リフレクションⅣ

専門実習（授業力開発実習）

2 3 4

専攻共通科目
（必修）岩手大学教職大学院

修了要件単位表
20 10 4 46

実習科目
（必修）

8

選択科目 リフレクション科目
（必修）

4

実践研究科目
（必修） 計

理論と実践の往還・
融合による研究課題の
解決策の検証と深化を

図っていきます。

木曜日は配属校で
学びます。

研究課題のまとめを行い、
「教育実践研究報告書」を

作成します。

時間割例（授業力開発プログラム選択・学卒院生の場合）
専攻共通科目 選択科目 実習科目 リフレクション科目 実践研究科目

専門実習（授業力開発実習）　

教育実践
リフレクションⅠ 教育実践研究

教育実践研究

2 年 次

プログラム別選択科目 プログラム別選択科目

2月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 3月

＊特別支援教育力開発実習Ⅱ
（６Ｗ）

※附属学校（一部公立連携校）

プログラム別選択科目 プログラム別選択科目

2月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 3月

学校マネジメント力
または授業力
開発実習
（計60H）
※附属学校 教育実践

研究
発表会

教育実践
研究
発表会

教育実践
研究

中間発表会

教育実践
研究

中間発表会

学校マネジメント力
または授業力
開発実習
（計80H）
※公立連携校

教育実践リフレクションⅢ 教育実践リフレクションⅣ

教育実践リフレクションⅢ 教育実践リフレクションⅣ

授業力
開発実習
（計40H）
※公立連携校

授業力
開発実習
（計40H）
※公立連携校

授業力
開発実習
（計80H）
※公立連携校

学校マネジメント力
または授業力
開発実習
（計40H）
※県教委

学校マネジメント力
または授業力
開発実習
（計40H）
※教育事務所等

＊特別支援教育力  
開発実習Ⅱ（５Ｗ）

※附属学校(一部公立校)

授業力
開発実習
（計80H）
※公立連携校

教育実践研究 教育実践研究

教育実践研究 教育実践研究



専門実習について
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学校マネジメント力開発実習では、
どんなことをするの？

　学校経営や教育行政にかかわる実際的な業務内容を実習し
ます。学卒院生は、連携協力校での校務分掌を実習内容に含み
ます。現職院

生は、教育委員会や
教育センターでの事
務局業務や研修の
運営業務などを実習
内容に含みます。

教育実践研究テーマの例
学校マネジメント力開発プログラム 授業力開発プログラム

子ども支援力開発プログラム※ 特別支援教育力開発プログラム

Q

A

下小路中学校

授業力（子ども支援力を含む）開発実習
では、どんなことをするの？

　授業づくり
を実習します。
単元計画の立

案、実践、評価を行う
中で、子どもの生活
上・発達上の実態に
配慮しつつ、有効な指
導方法を開発、検証し
ます。 仙北小学校

Q

A

特別支援教育力開発実習では、
どんなことをするの？

　特別支援学校に
おける授業づくりは
もちろんのこと、教

科指導以外の教育活動、
通常学級への巡回相談等
を実習します。その中で、
具体的かつ有効な支援方
法を開発、検証します。

Q

A

附属特別支援学校

黒石野中学校

●  岩手県内小学校における地域連携の在り方についての一考察ー学
校と地域とをつなぐ地域学校協働活動推進員の役割を踏まえてー

●  「いわての復興教育」の再考ー『警鐘・継承』の視点からー
●  教員の自律性や協働性等の育成による生徒の人間力向上を図るた
めの学年運営の在り方ーサーバント・リーダーシップ及び分散型
リーダーシップの実践を通してー

●  小学校国語科における「協働的な対話」による思考の再構築
に関する研究

●  小学校社会科における事前学習の実践と一人一台端末活用
の教育効果

●  ３次元CAD を用いた“材料と加工の技術”における材料の
構造理解への効果

●  帰りの会でのグループワーク継続実施が学校適応感に及ぼす効果
の検討

●  聴覚特別支援学校における自己肯定感を高める自立活動の
指導の充実に向けてーソーシャルサポート認知と安全統制
感の視点からー

岩手大学
教職大学院

連携協力校

岩手県教育委員会

盛岡市教育委員会

・ 岩手県教育委員会事務局
・ 岩手県立総合教育センター
・ 教育事務所

・ 公立連携校
・ 附属学校

小 学 校

中 学 校

高等学校

特別支援学校

岩手大学教育学部附属小学校
盛岡市立仁王小学校
盛岡市立城南小学校
盛岡市立桜城小学校

盛岡市立厨川小学校
盛岡市立仙北小学校
盛岡市立緑が丘小学校

岩手大学教育学部附属中学校
盛岡市立下橋中学校
盛岡市立下小路中学校
盛岡市立上田中学校

盛岡市立河南中学校
盛岡市立大宮中学校
盛岡市立黒石野中学校

岩手県立盛岡第一高等学校
岩手県立盛岡第三高等学校
盛岡市立高等学校

岩手大学教育学部附属特別支援学校

幼 稚 園 岩手大学教育学部附属幼稚園

　また、教科指導以
外の教育活動（学級
経営、進路指導、教育
相談等）を実習しま
す。児童生徒の状態
を把握し、その課題解
決を目指した具体か
つ有効な支援方法を
開発、検証します。



修了生の動向

07令和５年度　岩手大学教職大学院

　４月から、一関市立厳美中学校に勤務しております。
厳美中学校は一関市の西に位置し、古くから景勝地とし
て親しまれる名勝「厳美渓」や中世の風景が現存する
「骨寺村荘園遺跡」など貴重な歴史遺産や自然に囲まれ

た中学校です。中学校に勤務するのは教員人生で初めての経験であり、副
校長としての校務や特別支援学級での授業など毎日が新しい発見と学びに
あふれています。教職大学院において、小学校・中学校・高等学校・特別支援
学校の様々な校種の同期と日々意見交流できたこと、経験豊かな教授陣に
講義を通して教えていただいたこと、専門実習での学び等、全てが今の自分
を支えています。2年間、教職大学院で学んだことを還元できるよう、今後も
人とのかかわりやつながりを大切にし、学び続けていきます。

鈴 木 智 行一関市立厳美中学校 副校長

　４月から、山田町立山田小学校の主幹教諭として赴任してお
ります。山田小学校は令和２年に山田町の６つの小学校を統合
した児童数３７１人、学級数１５（特別支援学級を含む）、校舎３
階からは山田湾が望め、学校の裏には緊急時に避難すること

のできる森がある山と海に囲まれた自然豊かな学校です。私は、生徒指導主事・理
科専科として児童の様子を把握し、様々な問題に対応している担任の先生方に寄
り添いながら、教職大学院での学びを目の前にいる児童に還元すべく日々努力して
いるところです。今社会が求めている資質・能力や学校マネジメントへの関わり方、
人権意識や復興教育への考え方、ICTを活用した授業実践など教職大学院の２年
間で学んだことを実践できることに喜びを感じています。本校の学校教育目標を達
成するために、これからも自分自身にできることを精一杯行っていきます。

細 川 貴 史山田町立山田小学校 主幹教諭

　4月から、晴れて教師の道に進むことができ、忙しくも
充実した日々を過ごしています。大学院から教育現場へ
環境はがらりと変わりましたが、「子ども全員にとって、心
の居場所となるような学級を」という思いは、変わらずも

ち続けています。また、2年間の講義や実習、研究で培った粘り強さや向上心
は、日々の授業実践や学級経営を支える柱となっています。もちろんうまくい
かないことだらけですが、周りの先生方の助けを借りながら、教師として少し
ずつ成長できていると感じています。一人で悩むのではなく、周りの人を頼る
こと。当たり前のことにも思えますが、このことこそが、私が大学院で得た最大
の知見です。これからも大学院における学びを生かしながら、子どもとともに、
一歩ずつ歩んで参ります。

古 谷 京 香九戸村立伊保内小学校 教諭

 ４月から、県教育委員会事務局で勤務しており、学校と教育委
員会が円滑に連携を図ることができるように業務を推進してい
ます。教職大学院で得た一番の宝は「人とのつながり」です。多
様な価値観をもつ学卒院生と、多くの経験をされてきた現職院

生とが、同じ場で講義を受けたり、共に議論をしたり、助け合ったりしたことで、社会
に出て困ったときに相談できる人が学校種や年齢を問わずできました。今の私はこ
の「仲間」がなければ存在しなかったと思います。教職大学院で過ごした２年間は私
の人生にとって大きな財産となりました。これからも行政の立場から、学校現場の教
職員とこれからの岩手を担う子どもを支え未来の岩手を作っていくという気概をも
ち、業務を推進したいと考えています。

根 水 涼 雅岩手県教育委員会学校教育室 主事

学位記授与式

● 盛岡市立緑が丘小学校教諭
● 山田町立山田小学校主幹教諭
● 久慈市立久慈小学校主幹教諭
● 一関市立厳美中学校副校長
● 宮古市立第一中学校副校長
● 洋野町立種市中学校副校長
● 岩手県立花泉高等学校副校長
● 岩手県立前沢明峰支援学校副校長

● 盛岡市立城南小学校教諭
● 滝沢市立鵜飼小学校教諭
● 九戸村立伊保内小学校教諭
● 島根県松江市立佐太小学校教諭
● 一関市立千厩中学校教諭
● 仙台市立根白石中学校教諭
● 岩手県立花巻南高等学校教諭
● 岩手県教育委員会学校教育室主事
● 民間企業

現職院生

第6期生

学卒院生

第6期生

入学年度 プログラム 学卒院生

令和4年度

令和5年度

現職院生

4
0
1
5

7
0
1
8
13

3
3
1
1
8
3
3
1
1
8
16

合　計

3
7
1
2
13
3
10
1
2
16
29

修了生インタビュー

修了生進路 （令和5年4月現在）

   （令和5年4月現在）    （令和5年4月現在）

研究者教員 実務家教員

田　代　高　章
立　花　正　男
山　本　　　奬
土　屋　直　人
佐　合　智　弘
佐々木　　　全
髙　田　麻　美

佐　藤　　　進
川 上 圭 一
田 村 　 忠
佐 藤 　 信
紺 野 好 弘
中 村 宗 宏
菊　池　新　司

在籍者数 専任教員

現職院生

第１期生～第5期生第１期生～第5期生

30%

22%11%
11%
4%
22% 県内小学校

教諭

県内中学校教諭
県内高等学校
教諭

県内特別支援学校
教諭

県教育行政職

他県、
私立学校等

学卒院生
36%

31%

33% 管理職

行政職

教諭

※令和6年度から子ども支援力開発プログラムは授業力開発プログラムに統合

学校マネジメント力開発
授業力開発
子ども支援力開発
特別支援教育力開発
　　　　小　計
学校マネジメント力開発
授業力開発
子ども支援力開発
特別支援教育力開発
　　　　小　計
　　　　合　計



学修支援Q&A

1号館

地域協創推進棟

1号館

2号館

自然科学実験棟

本部棟

第一体育館

学生センターC棟

教学マネジメントセンター

馬場

学生センターA棟
（学務部）

館坂門

学生センターB棟

芸術棟

■
案内板 理工学部正門

岩手大学 教育学部
TEL.019-621-6504   FAX.019-621-6600
E-mail edujim@iwate-u.ac.jp

岩手大学 教職大学院
〒020-8550 岩手県盛岡市上田3丁目18番33号
TEL.019-621-6840   FAX.019-621-6841
E-mail emaster@iwate-u.ac.jp
URL https://www.edu.iwate-u.ac.jp/master/

この冊子は環境に配慮した
用紙を使用しています。

教職大学院棟

交通案内〔盛岡駅から〕
■ バス利用
盛岡駅前東口バスターミナル11番のりば
岩手県交通バス　駅上田線
　乗車－「松園バスターミナル行き」
　下車－「岩手大学前」
岩手県交通バス　駅桜台団地線
　乗車－「桜台団地行き」
　下車－「岩手大学前」　
■ タクシー利用　盛岡駅から約2km 約10分　
■ 徒歩　盛岡駅から約25分

Q1

教職大学院棟という教職大学院専用の施設
があります。この中の「院生室」では、一人一
台のパソコンが貸与、無線ＬＡＮが完備され
ています。「演習室」では、電子黒板等のＩＣＴ
機器が配備され、いつでも利活用できます。

教育実践研究報告書とは何
ですか？Q6

院生個人が、学校現場に貢献する教育実践
のテーマを定め、その実践を理論的に検討
し、報告書として作成します。その内容に応じ
て、研究者教員と実務家教員がチームでサ
ポートします。

Q7

岩手県内の公立学校では、教職大学院での
学修内容が考慮されるため、校内の初任者
研修150時間が、75時間に軽減されます。

学卒院生が修了後に教員に
なったとき、初任給はどうなり
ますか？

Q8

「教職修士（専門職）」に対する優遇がなされ
ています。具体的には、岩手県採用の初任給
は、学部卒業者が220,068円ですが、大学
院・教職大学院修了者は、242,204円です。
（令和6年度岩手県公立学校教員採用候補
者選考試験実施要項による）

Q4

「理論と実践の融合」を目指し、理論面を研究
者教員が、実践面を実務家教員がそれぞれ
担当します。多くの授業は、研究者教員と実
務家教員のチームティーチングで、演習を重
視して実施します。また、授業や専門実習で
は、現職院生と学卒院生が協働・交流し、学
び合います。

どのような指導体制ですか？Q5

各プログラムを専門とする研究者教員7名と、
小・中・高・特支学校の校長等の実務経験の
ある実務家教員7名が中心となり指導します。
また、これに加えて教育学部所属の20名をこ
える研究者教員が学修をサポートします。

修了後、教職大学院とのかか
わりはありますか？

Q9

教職大学院の同窓会があり、親睦を深め
たり実践研究を交流したりします。また、
教職大学院と連携・協働して、教育実践研
究や職務に取り組む修了生もいます。

教員採用試験での特例措置
とは、どのようなものですか？

Q2

岩手県の教員採用試験に合格した上で、教
職大学院に進学した学卒院生は、大学院修
了までの期間、名簿登載期間を延長すること
ができます（最大2年間）。なお、合格した出
願区分の学校・教科等の専修免許を取得す
ることが条件です。

奨学金制度はありますか？Q3

学卒院生を対象とした本学教職大学院独自
の貸与制度があります。岩手県の教員に採用
され、5年間勤務すれば貸与された奨学金は
返還免除となります。

どんな施設で学修するので
すか？

学卒院生が修了後に教員に
なったとき、初任者研修はど
うなりますか？

授業の特色にはどのような
ことがありますか？


